
船舶事故等調査報告書 

平成２１年４月２３日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２００９横第７号 

事故等名 モーターボートディパーチャー定置網損傷 

発生年月日時刻 平成２０年１２月２日（火）１６時３０分ごろ 

発生場所 千葉県木更津港 防波堤西灯台から真方位０１７度２,８００ｍ付近 

（北緯３５°２４′１″、東経１３９°５２′２″） 

事故等調査の経過 調査の概要：平成２１年１月７日横浜・地方事故調査官が漁業協同組合から養殖施設被

害額請求明細書写、養殖施設設置状況図写、事故発生連絡簿を入手、１月

３０日船舶所有者から船長海技免状写、小型船舶登録事項通知書写、船舶

検査証書写、船舶検査手帳写を入手 

原因関係者からの意見聴取：意見なし 

事実情報 

船種･船名･総トン数 

船舶番号（IMO 番号） 

船舶所有者等 

 

モーターボート ディパーチャー ７．１１ｍ（５トン未満） 

２７１－２１３６７ 千葉 

株式会社仲田工業 

船種・船名・総トン数 

船舶番号（IMO 番号） 

船舶所有者等 

 

乗組員等に関する情報 船長 一級小型船舶操縦士 

負傷者 なし 

損傷 トリムホース損傷 

海苔網損傷 

事故等の経過 本船は、東京湾観音埼沖から木更津港に帰港中、右エンジンが不調になって、予定よ

り時間がかかり、日没ごろ同港の沖合に到着した。 

木更津港を出港する際、同港の沖合に海苔網が設置されているのを視認していたの

で、低速にて港内に向けて航行中、平成２０年１２月２日１６時３０分ごろ、海苔網に進

入した。その結果、推進器に網を絡ませ、海苔網に損傷を生じた。 

当時、天候は曇りで、風力２の北風が吹き、潮候は上げ潮の中央期で、日没時刻は１６

時２７分であった。 

分析 気象・海象の関与 

乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

判明した事項の解析

なし 

あり 

なし 

本船は、海苔網の設置状況や標識灯の所在を確認するなど

の、水路調査を十分に行わなかった可能性があると考えられ

る。 

原因 本事故は、本船が航行中、水路調査を十分に行わなかったため、海苔網に進入したこ

とにより発生した可能性があると考えられる。 

その他の事項 なし 

 




